
9. 尾駁沼ニシン調査

担当者増殖課長頼 茂

調査普及課長長峰良典

I 調査目的

前年度に引続き尾駁沼に産卵回避するエレyの生態を明らかにし，将来の資源維持増大に資す

る。

E 調査内容

1. 調査場所 上北郡六ケ所村尾駿沼

2. 調査期間 昭和 43年 11月~昭和 44年 5月

3. 調査項目

(ィ)ニ i/Yに関する生態調査

(ロ)ニ i/y卵の人工採卵

同尾賎沼観測

4. 調査 方法

射については現地における測定と，一部標本を持ち帰り多項目調査を実施し.(1坊については

現地で人工採卵をおとない，発眼卵をむつ湾へ移殖した。レ9については現地での観測をおとな

う一五定期的採水による塩素景測定をおこなった。

質調査結果

1. 尾麟泊こ産卵回遊するニννは，年によって異な石が本年は昨年(1 1月品目〉より約半ヶ

月早< 10月下旬に湖上する産卵群をみた。

2. 第 1表に示すように，本年の魚体は昨年同時期(42年 12月平均体長 29.35C1l1. 43年5月

間 27.35伺)のものに比して一般に裂が大き〈変動は小さい。また平8についてみると8の方

がや』型が大きい。

3. 年令と成長の関係、については常 2表のとおりである。{但し昭和 42年度分〉

4. 尾害対召において 43年冬期ふ化発生したニW の稚魚は. 7月上旬に体長6-8伺 (6.5..... 

ス8C1lI).体重 3-6 g ( 3.3 -6 g)近〈まで成長する。

5. Jj騒と卵数の関係は前年と同様両者の問に相関が存在する。{第五表)

6. ェνγ卵の人工採卵事業を実施ーしたがその概要は第4表のとおりである。

7. 観測結果は第 5，る表のとおりである。

W 考察

1 湖沼ニνYは年によって減上刻に遅越があり九漁獲量変動が非常に大きく不安定で，魚体の

変動も大きい。ただハν3のニ品/ンは型が一般に大きい。

2. 本J胡に湖上するニνン主主はJI!fJの状態(νケによる閉塞)にょっ亡多分に左右されるようである 0

3. 尾、帝沼ニ志〆yについて湖付に入ってからの行動及び降海時の状況並びに海における生活史は
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全〈不明に近い。

4. 人工採卵は容易におとなえるので，採卵ふ化放流の事業から今后ば人工飼育による穐若生産

事業へ移行すべきである。

ー
第 f表 ニジ Y の体長組成
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年舟 日~;?27 28 29 30 31 32 33 34 35 計 平均値 標準偏差 変動係数!

43. 10. 29 31.0 

43. 11. 19 2 7 " 1 14 3 1. 1 1.2 3.8 

43.12.9-10 4 8 5 2 17 31.7 5 0..9 2.8 

44.3.29 -30 H1  10 22 9 10 5 1 2 61 29.45 1.6 5.4 
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第 2表 尾原沼におけるニジyの年令と成長
J 

/ 
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年令( ♀ 
26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 範 囲 l平均体長8 

平 1 25.6-28.8 2 7.2 
E 

8 1 2. 1 24.1-28.8 2 6. 1 

♀ 5 1 1 1 24.4-29.2 26.3 
置

会 25 -28.7 28.7 

w 
♀ 2 ‘ 5 2 2 5 26.8-30.6 28.6 

8 5 4 4 1 27.2;....30.5 28.6 

字 2 1 1 28.0-31.2 3.0.2 v 
8 1 T 28.4-30.6 29.5. 

倒国醐国』幽・・ 一ー

't.， 
f註〉 年令は何れも満年令にプラス何ヶ月を経過したものである。
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第 5表 卵径 と卵 数との関係

，ljs l径 1 g当りの粒数 卵巣重曇 熱度

0.871fl11l ι，000粒以上 4守.ι9 成 熟

1.00 2，400 H 48.0 H 

1.07 ~OOーノ0) 11 67.2 H 

1.08 1.800 皐， 50.68 " 

第 4 表

。採卵年月日 昭和 44年五月 29日 A M 1 0.5 0 - A M 1 1. 2 0 

昭和 44年 5月30日 AM 7.00 -AM 8.3日

。採卵に供した字の親魚数 29尾 {一部採卵したものも含む3は数副使用〉

o 採卵推定豹 約 150万粒

o ふ化枠使用数 62枚 (40.3 X 19.8 X 1.5 叩)

。発眼までの環境 水沼l4.3 - 12"C 比重 1，006-1，012 

才オ
o 発腹自 醇到144年 4月 11目前馬と

。セy ターへ搬入 f昭和 44年4月 12日 A M 8.4 5 ，.. 1 0.2 0 

状 況 t乗用車でダYポーlν3婚に収容緩衝駐}としてウレタン切片使用

。収容后の状態

o ふ化日及び率

ふ化箱?籍。(ふ化枠 28V{人)海中に懸吊

(水温 8.4"c 比重賞 1.02 5 ) 

室内実験槽内で潟水中に 4枚 (水温 7.8"c 比重 1，025) 

半海水中に30枚 {水漉叩.0"c比重1，01 2 ) 

昭和 44年4月 16日

ふ化率平均 60 ~ (44年 4月 19日現在}

〔註〕 生存率の低下は発限期までヨコノミ等に卵が食害されたこととセンターへ搬入後実験

水槽内での水視の上昇が原悶と考えられる。
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透明(m度j 水 (m深) τ函Y.i
駿時素F蚤E 飽和(7fj度7 塩7..1，素/必最

調査点 7k 指 P H 電位 IE王 質 時 五リ 天険 備 考

1 。 6.2 0.97 8.0 1. 25 1 1.00 99.2 8.40 Sand 10. 50 R 

2 日 5.7 1.10 8.0 1.1 0 12.70 1 04.5 5.44 11 11. 00 。
。 5. 1 3.00 8.0 1.40 12.76 1日五4 5.6 1 M (l-tzS) 1 1. 2 0 R 

3 
2 4.6 8.0 1.65 13.2，2 105.7 5.80 

。 5.3 五20 3.90 8.0 1.55 1 2. 7 9 1 04.2 5.30 M 1 1. 35 R 
4 

一ーー一→トーーー一ー一ー一ー一一信守一時一一ー2 4.9 7.9 1.55 1 2.86 10 3.6 5.48 
ι一一ー一

5 。 5.5 1.75. 7.9 1.55 1 2.69、 1 0 ，~. 8 4.95 M 1 1. 50 。
日 5.5 3.00 3.50 7.7 1.55 12.71 1日4.口 4.24 M 1 2. 1 0 C 

b トー
2 5.0 7.9 1.60 1 2.71 1 02.8 5.20 

日
。 5.7 2.50 2.50 6.9 1.60 1之36 1 0 1. 7 日.7 .~ M 1 2. 25 

7 
2 5.2 7.8 1.65 1 2.9 3 1 05.0 5.38 

JlI 4.9 6.8 1 2.31 守9.2 0.026 M 1 2. .:1 0 

3. 1 968. 尾忠沼観測表第 5 表
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得~ 6表 尾 、 拭 沼の塩分

採水主五月日 汐 位 塩分 C1g/.e 採7}(年月日 3ヲ 位 塩分 c19/.e 
1968 4. 20 1 1 1 1.7 8 1968 8. 20 12日 5.50 

25 1 06 3.1 0 26 1 44 5.1 5 . 
30 1 20 2.90 30 10 7 1口.71

5. 5 1 07 6.39 9. 5 1 33 10.96 

10 107 4.40 10 1 ，， 5 8.65 
.. 

15 1 33 5.09 15 1 0 4 8.65 

20 ヲ6 1 4.1 3 20 1 24 1 0.31 

25 1 1 6 4.11 2~ 1 37 1 1.39 

30 1 23 2.57 5口 1 3 1 7.78 

ι. 5 守5 4.45 10. 5 1 29 11.3 0 

10 1 3日 4.86 10 1 24 9.53 

15 1 32 4.58 15 8.7 1 

2日 90 5.03 20 1 24 7.73 

2S 1 26 4.85 25 1 25 7.79' 
........-ー一一千

五日 1 3 1 5.39 3D 1 1 " 7.81 

7. 5 可色 4.68 11. 5 1 22 11.82 

10 1 42 1 5.7月 10 1 1 4 11.62 

15 1 29 5.88 15 1 1 3 11.守7

20 一 4.92 20 124 1 7.36 

25 1 33 8.47 25 1 1 2 1 6.守5

ト一一一一一一一一一一一一
3D 1 27 1 0.4日 12.. 5 1 1 8 1 2.守口

8 5 1 1 8 8.80 

一一ー子nドi 1 13 ' 

1 6.1 1 

10 1 47 4.63 9.1 7 

一一
15 1 1 3 4.67 
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